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※指定日に都合の悪い方は､ 指定日の翌日以降に保険年金課で手続きを
してください

福祉医療費受給者証更新日程 �
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期 日 時 間 場 所 地 区

９月��日�

��時～��時 釜戸コミュニティー
セ ン タ ー

釜 戸 町
大 湫 町

同 上 日吉コミュニティー
セ ン タ ー 日 吉 町

９月��日�

��時～��時 陶コミュニティー
セ ン タ ー 陶 町

同 上 稲津コミュニティー
セ ン タ ー 稲 津 町

９月��日�

��時～��時

市 役 所 １ 階

市 民 ホ ー ル

山 田 町
明 賀 台
小 田 町
下 沖 町
和 合 町
西 小 田 町
明 世 町
松 ケ 瀬 町
薬 師 町

��時～��時

寺 河 戸 町
土 岐 町
上 平 町
学 園 台
樽 上 町
一 色 町
上 野 町
宮 前 町
高 月 町
須 野 志 町

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
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現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
お
よ
び
母

子
父
子
等
の
福
祉
医
療
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、
９
月
��
日
�
ま
で
で
す
。

受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
は
、
９
月

��
日
�
か
ら
９
月
��
日
�
ま
で
の
間
に

行
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
期
日
お
よ
び

場
所
で
更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
重
度
心
身
障
害
老
人
の
方
は
、

そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
持
参
す
る
も
の

◆
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証

◆
健
康
保
険
証

◆
印
鑑

◆
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳

(

該
当
者
の
み)

◆
母
子
で
遺
族
年
金
受
給
者
の
方

は
そ
の
証
書

◎
問
い
合
わ
せ
＝
保
険
年
金
課

�
内
線
１
１
３

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
次
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
��
歳
老
人

対
象
＝
��
歳
の
方

所
得
制
限
有

◎
乳
幼
児

対
象
＝
６
歳
未
満
児

所
得
制
限
無

◎
重
度
心
身
障
害
者

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

所
持
者
、
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ
２
、

Ｂ
１
所
持
者
、
所
得
制
限
有

◎
母
子
家
庭
等
の
母
お
よ
び
児
童

対
象
＝
�	
歳
未
満
児

(

満
�	
歳
に
達

す
る
年
度
末
ま
で)

を
扶
養
す
る
配

偶
者
の
な
い
母
と
そ
の
児
童
、
父
母

の
い
な
い
�	
歳
未
満
児

(

満
�	
歳
に

達
す
る
年
度
末
ま
で)

所
得
制
限
無

◎
父
子
家
庭
の
児
童

対
象
＝
配
偶
者
の
な
い
父
が
扶
養
す

る
�	
歳
未
満
児

(

満
�	
歳
に
達
す
る

年
度
末
ま
で)

所
得
制
限
無

◎
重
度
心
身
障
害
老
人

対
象
＝
重
度
心
身
障
害
者
医
療
制
度

の
該
当
者
で
老
人
保
健
医
療
受
給
者
、

所
得
制
限
無

●
照
会
先
＝
保
険
年
金
課

�
内
線
１
１
３

◆
日
時

９
月
��
日
�
��
時
か
ら

◆
場
所

日
中
不
再
戦
の
誓
い
碑
前

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
明
世
町
等
で

行
わ
れ
た
、
地
下
工
場
建
設
に
伴
う
、

強
制
労
働
に
よ
る
中
国
人
犠
牲
者
を
弔

い
、
日
中
友
好
な
ら
び
に
世
界
恒
久
平

和
を
願
う
供
養
祭
が
市
民
公
園
内
で
行

わ
れ
ま
す
。

◎
照
会
先

福
祉
課
�
内
線
１
０
３

地
下
壕
一
般
公
開

同
日
に
、
地
下
壕

(

地
下
工
場
予
定

地
跡)

の
一
部
を
公
開
し
ま
す
。

◎
受
付

い
こ
い
の
広
場

(

北
側)

◎
時
間

��
時
か
ら
��
時
ま
で

◎
持
ち
物

長
靴
、
懐
中
電
灯

(

ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
あ
る
方
は
、
持
参
し
て
く

だ
さ
い)

◎
照
会
先

都
市
計
画
課
�
内
線
２
４
５

平成��年９月１日



�

��������	
�
����

��時～��時 市民公園芝生広場 (雨天決行)

『見て､ 聞いて､ ふれて学ぼう､ 大切な生命』

体験ゾーン
搾乳体験､ 乗馬体験､ 人・牛・犬・
ウサギの心音､ 体温､ 感触を体験する
触れ合いゾーン
小動物との接し方を体験する
ドッグゾーン
子犬の里親捜し･盲導犬･聴導犬･警察犬
学習ゾーン
子犬のしつけ教室・動物相談など
食べもの
山菜おこわ･牛乳試飲･無添加ソーセージ
◎主催 岐阜県･瑞浪市･�岐阜県獣医師会

クリスティーナ・ヴェーナー(ピアノ)＆
三戸素子(ヴァイオリン)デュオ演奏会
・会費 大人�����円､高校生以下���円
・内容：モーツアルト バイオリン･ソナ
タ変ホ長調�����	�､ ベートーヴェン
｢クロイツェル・ソナタ｣ 等
主催：釜戸町まちづくり推進協議会
照会先＝釜戸コミュニティーセンター

���－����

第１回釜戸町民
ふれあいコンサート

��時開演
釜戸中学校体育館

入場無
料

�月��日�

�月��日�

� � � � � � � � ��������� !"#$%�

農業所得の計算は､ 収入金額及び必要経費に基づく収支計算によることが原則となっていますが､
現在､ 多くの農家の方が農業所得標準を目安として確定申告されています｡
税務署では､ 農業所得標準で申告されている方々についても順次､ 記帳・記録等に基づいて申告を

していただくなど､ 収支計算による申告を推進しています｡
農家のみなさんも､ まず､ 売上げの伝票や経費の領収書を保存し､ 記帳する習慣を身につけていた

だくようお願いします｡
税務署では､ 収支計算や記帳の仕方などの指導・相談に応じています｡ 不明な点は､ 多治見税務署

個人課税部門 (���－����) に問い合わせください｡

� &'()*+,-.�/012 ���������

９月は､ 台風や秋雨前線の停滞により大雨が降りやすい季節です｡ 特に､ 大雨による土砂崩れや洪
水に厳重な注意が必要です｡ 気象台から発表される注意報や警報､ 台風情報を的確に入手し､ 防災に
役立ててください｡ 現在利用されている道路においても､ 下表の箇所で落石の恐れがあり､ 雨量によっ
て通行規制が行われますので､ ご留意願います｡

路 線 名 道 路 通 行 規 制 区 間
規 制 方 法

通行注意 通 行 禁 止

県 道 大 西 ・ 瑞 浪 線
日吉町細久手～日吉町白倉 
＝���㎞

連続雨量 ���㎜ 時間雨量�㎜
明世町月吉大垣外～山野内西山 
＝���㎞

県道瑞浪・大野瀬線
陶町大川～稲津町小里川折 
＝���㎞

連続雨量 ��㎜ 連続雨量 ���㎜ 時間雨量��㎜
稲津町小里下小里～土岐町市原 
＝���㎞

県道武並･土岐･多治見線 釜戸町上切～釜戸町下切 
＝���㎞ 連続雨量 ���㎜ 時間雨量�㎜

県 道 恵 那 ・ 御 嵩 線
釜戸町上平～恵那市三郷町 
＝��㎞ 連続雨量 ��㎜ 連続雨量 	�㎜ 時間雨量��㎜

日吉町細久手～日吉町白倉 
＝���㎞ 連続雨量 ���㎜ 時間雨量�㎜

国 道 ４１９ 号 陶町大川交差点～愛知県境 
＝��	㎞ 連続雨量 ���㎜ 連続雨量 ���㎜ 時間雨量�㎜

＊通行禁止は､連続雨量又は時間雨量のどちらか一方の数値が超えた時｡ 連続雨量は､連続して３時間以上降雨がなければ新しく積算しなおします｡

瑞浪市役所 ��	－����



�

�� �
��

�
�

�	 
� �
��

�
��

�	
������� �������

������ !"�

������

�

�
�
�
�

�
�
�
�
	


�

国 勢 調 査

◎防災行政無線(屋外放送)は､窓を開けるか､外へ出て聴いてください｡

��	
��
���

�月��� �������

�� ����������

� !"#$��
�%

�&'()*+,-./0

総合文化センター(有料)

1234356789%:;

#$%&'()*+),�

-./0123/45&678��9,�
｢志を 果たして いつの日にか 帰らん

山は青きふるさと 水は清き ふるさと｣

�<=>?@ABC0
�月��日� ９時～

▽
開
会
・
議
案
上
程

�
�
�
�

�

▽
一
般
質
問

�
�

���

�

�
�

���

�

▽
採
決
・
閉
会

�
�

���

�

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
み

が
必
要
で
す
の
で
、
当
日
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

傍
聴
人
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

������DEFGHIJK

◎
瑞
浪
市
発
明
く
ふ
う
展

・
９
月
９
日
�
・
��
日
�

(

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー)

・
照
会
先

商
工
課
�
内
線
４
９
９

◎
講
演
会｢

乳
ガ
ン
と
ド
ク
タ
ー
ズ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
の
す
す
め｣

(

講
師
中
濱
潤
子)

・
９
月
９
日
�

��
時
〜

(

有
料)

(

稲
津
公
民
館)

・
照
会
先
稲
津
公
民
館
�
６
７－

２
６
２
７

◎
瑞
浪
芸
術
館
公
開
講
座

『

も
の
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り』

高
北
幸
矢
名
古
屋
造
形
芸
術
大
学
教
授

・
９
月
��
日
�

��
時
〜

(

有
料)

(

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー)

・
照
会
先

事
務
局
�
６
８－

５
９
０
８

嘉六氏は日吉町半原の出身､ 文化庁で長年文
化財の調査・保護にあたり､ 文化財鑑査官を最
後に退官､ 平成��年から現職｡
専門知識に裏打ちされた幅広い視点からの提
言は､ 瑞浪に何をもたらすのでしょうか｡
◎問い合わせ 事務局 井澤 ���－����

現在､ 瑞浪市が開催している農林産物直販所
｢ふれあい“みずなみ”みんなの広場｣ の出店
者を広く募集します｡ 販売品は農林産物に限り
ません｡
・毎週日曜日 ９時��分～��時
・みんなの広場(ユニー瑞浪店北側)薬師町����

◎問い合わせ･申込み先 農林課 �内線���

・定員 �	人・受講料�
���円
・講師 岡田実さん (陶芸家)
＊９月��日�までに
瑞浪陶磁資料館へ申し込む

���－��	�

◎陶人形の世界～創造への想い
◎戦後の華 アップリケ展

��月１日に､ 国勢調査を全
国いっせいに行います｡
日本に住んでいるすべての
方が対象になります｡ ご協
力をお願いします｡

※９月下旬から調査員がおうかがいします｡
総務庁統計局・岐阜県・瑞浪市

平成��年９月１日

９
月
市
議
会

定
例
会
日
程
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８
月
は
道
路
を
ま
も
る
月
間｣

に
合
わ
せ
、
建

設
省
瑞
浪
国
道
維
持
出
張
所
で
は
７
日
、
陶
町
の
小

木
曽
京
子
さ
ん
に
一
日
出
張
所
長
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
の
活
動
を
住
民
の
方
に
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、
小
木
曽
さ
ん
は
所
員
か
ら

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

等
に
つ
い
て
の
説

明
を
受
け
、
所
長

の
仕
事
を
体
験

し
ま
し
た
。

な
お
同
日
朝
か

ら
、
土
岐
町
の
国

道
沿
線
で
、
地
元

の
市
原
長
寿
ク
ラ
ブ

(

代
表
後
藤
守
重)

の
方
��
人

と
原
義
文
多
治
見
工
事
事
務
所
長
ら
職
員
９
人
が
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
、
歩
道
橋
の
清
掃
等
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
・
空
き
缶
な
ど
��
袋
の
ゴ
ミ
を
回

収
し
ま
し
た
。

ま
た
、
８
月
��
日
に
は
、
多
治
見
工
事
事
務
所
で

小
田
町
の
中
原
東
子
ど
も
会
・
中
原
西
子
ど
も
会
・

タ
イ
ガ
ー
子
ど
も
会
へ
、
国
道
の
地
下
横
断
歩
道
の

清
掃
活
動
に
よ
り
、
建
設
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
(

会
長
大
竹
康
夫)

か
ら
瑞

浪
市
に
緊
急
通
信
装
置
２
台
が

寄
贈
さ
れ
、
８
月
��
日
、
寺
河

戸
町
と
土
岐
町
の
民
家
に
取
り

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
と
、
自
宅
と
み

ず
な
み
陶
生
苑

(

釜
戸
町)
と

を
電
話
回
線
で
つ
な
ぐ
も
の
で
、

緊
急
の
時
は
、
本
体
も
し
く
は

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
送
信
機
の
非
常

ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
、
自
動
的
に

通
報
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
市
内
で
は
、

���
人
の
方
が
利
用
し
て
い
ま

す
。

岐
阜
県
知
事
よ
り

『

豊
穣
の
壺』

、
瑞

浪
市
長
よ
り

『

一
心
万
宝
の
壺』

と
名
付

け
ら
れ
た
陶
町
大
川
の
茶
つ
ぼ
周
辺
の
整

備
が
完
了
し
、
８
月
��
日
に
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
に
レ
ン
ガ
貼
り
に
さ
れ
た
窯
壁

に
は
、
壺
の
制
作
過
程
が
一
目
で
分
か
る

写
真
陶
板
が
は
め
込
ま
れ
、
茶
つ
ぼ
は
、

住
民
か
ら
募
っ
た
着
物
帯
で
で
き
た
口
覆

い
や
飾
り
ひ
も
が
取
り
付
け
ら
れ
、
優
美

な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
言
葉
を
モ
ッ
ト
ー
に
長
年
高
校

野
球
に
携
わ
っ
て
き
た
小
木
曽
稔
介
さ

ん

(

大
湫
町)

に
、
７
月
��
日
、
岐
阜

県
高
等
学
校
野
球
連
盟
よ
り
感
謝
状
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

小
木
曽
さ
ん
は

｢

��
年
間
審
判
員
を

し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
職
場
の
先
輩
・

同
僚
の
理
解
、
地
域
の
方
た
ち
の
ご
協

力
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す｣

｢

審
判
員
に
な
る
き
っ
か
け
は
、
昭
和

��
年
中
京
商
業
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
高

校
野
球
々
史
に
残
る
昭
和
６
・
７
・
８

年
全
国
大
会
三
連
覇
優
勝
投
手
の
吉
田

正
男
氏
に
お
会
い
し
た
時
、『

私
が
明

石
中
学
と
の
準
決
勝
戦
で
延
長
��
回
���

球
を
投
げ
、
翌
日
の
決
勝
戦
で
優
勝
投

手
に
な
れ
た
の
は
、
審
判
委
員
の
方
々

の
正
確
、
公
平
な
判
定
の
お
か
げ』

と
の

言
葉
に
触
れ
、
教
育
の
一
環
で
も
あ
る

高
校
野
球
の
審
判
員
を
目
指
し
ま
し
た
。

今
日
、
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
は
、

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
中
学
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
、
体
育
指
導
員
等
、

多
く
の
方
た
ち
の
協
力
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。｣

と

話
し
て
い
ま
し
た
。
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竜竜
のの
ひひ
げげ
はは
ここ
んん
なな
にに
長長
いい

いい
よよ
いい
よよ
ドド
ララ
ゴゴ
ンン
本本
体体
のの
制制
作作
がが
始始
まま
りり
まま
しし
たた
。。

?

⑤
彫
刻
に
お
け
る｢

面｣

に
つ
い
て

����������������

９９月月����日日ままででハハーートトピピアアでで展展示示中中

みずなみ陶生苑(釜戸町)のデイサービスセンター
の利用者���人がリハビリの一環として作ったはり
絵です｡ 横����縦����の大きな絵は､ 画用紙��枚
をつないだもので､ 制作期間は１カ月です｡
なお､ 釜戸町のみずなみ陶生苑にも､ ｢大相撲｣ の

はり絵が展示されています｡

次世代の給食用食器
“ ”を展示中

無公害･衛生･強化軽量食器の｢給食スーパーセラム｣
を､ 市役所ロビーで展示しています｡
一度ご覧になってください｡

８月��日､ 釜戸町民有志が市窯業技術研究
所で ｢竜のひげ｣ を制作｡ これは､ 束ねた藁
などに荒縄を巻き付けて芯とし､ その上に粘
土を貼り付けたもので､ 長さは約３ｍです｡

絵
画
と
違
い
彫
刻
に
は
、
色
彩
が
あ

り
ま
せ
ん
。
絵
画
は
色
彩
に
よ
っ
て
表

現
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
そ
の

意
味
に
お
い
て
は
、
表
現
の
幅
が
あ
る

の
で
す
が
、
彫
刻
に
お
い
て
は
、
色
彩

で
の
表
現
は
不
可
能
と
言
っ
て
い
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
立
体
芸
術
で
あ

る
彫
刻
は
、
幸
い
に
し
て
光
に
よ
っ
て

陰
影
を
醸か

も

し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
利
用
し
て
表
現
を
し
よ
う
と
言

う
訳
で
す
。
こ
れ
を

｢

面
の
構
成｣

と

言
い
ま
す
。
面
を
小
さ
な
三
角
形
や
四

角
形
の
集
合
体
で
構
成
す
る
と
か
、
円

の
集
合
体
で
構
成
す
る
と
か
、
長
方
形

で
構
成
す
る
と
か
、
作
者
は
作
品
の
持

つ

｢

面｣
が
光
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う

な
陰
影
を
作
品
の
表
情
と
し
て
出
す
こ

と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
苦
心
し
ま
す
。

彫
刻
に
お
け
る
陰
影
は
、
絵
画
に
お

け
る
色
彩
に
あ
た
る
と
言
っ
て
も
い
い

で
し
ょ
う
。
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
、

陰
影
の
基
と
な
る

｢

面｣

が
重
要
な
意

味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。｢

面
の

構
成｣

が
大
切
な
こ
と
が
、
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
作
家

は
、
ど
の
よ
う
に

｢

面｣

を
構
成
す
れ

ば
効
果
的
な
表
現
が
で
き
る
か
と
、
考

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
作
品
の
置
か

れ
る
場
所
に
よ
り
、
ま
た
、
一
日
の
中

で
も
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
も
、
作
品

の
表
情
は
い
つ
も
変
化
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
彫
刻
と
対
面
さ
れ
た
ら
、

｢

面
の
構
成｣

の
こ
と
も
念
頭
に
置
い

て
見
て
く
だ
さ
い
。
今
ま
で
と
は
、
異

な
っ
た
鑑
賞
の
楽
し
み
が
発
見
で
き
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

平成��年９月１日
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み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
瑞
浪
市
の

Ａ
Ｌ
Ｔ

(

外
国
語
指
導
助
手)

の
ジ
ェ

イ
ソ
ン
・
シ
ャ
ピ
ー
ロ
で
す
。

月
日
の
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

私
が
瑞
浪
市
に
来
て
か
ら
、
は
や
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
一
年
を

振
り
返
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
、
私
が
こ
こ
で
何
を

し
て
い
る
の
か
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
ハ
イ

オ
州
か
ら
昨
年
の
８
月
に
瑞
浪
市
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。
英
語
教
育
の
一
環
と
し

て
、
指
導
助
手
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
す

で
に
私
の
こ
と
を
ご
存
知
の
方
や
お
目

に
か
か
っ
た
方
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。｢

大
き
な
鼻
の
変
な
外
人｣

な
ど
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
。
学
校
へ

通
う
子
ど
も
た
ち
な
ら
、
英
語
の
先
生

だ
と
気
づ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
市
内
の
３
幼
稚
園
・
８
小
学

校
そ
れ
か
ら
６
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
公
立
の
幼
稚
園
や
学
校
に
通
う
子

ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
全
員
に
会
う
機

会
が
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
本
当

に
思
い
出
深
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
私

の
こ
と
、
私
の
生
い
立
ち
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
私
が
お

互
い
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
結
果
を

生
み
出
す
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
お
互

い
に
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
に
と
っ

て
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
ら
れ

た
こ
と
を
、
と
て
も
幸
運
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
外
国
に
住
み
、
働
く

と
い
う
こ
と
は
、
勇
気
も
い
り
ま
す
し
、

誰
に
で
も
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

瑞
浪
市
は
、
私
の
故
郷
ト
レ
ド
市
よ

り
小
さ
な
都
市
で
す
。
で
す
か
ら
、
日

本
の

｢

郊
外｣

で
の
生
活
ぶ
り
も
少
し

学
び
ま
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
節
分
や
お

盆
の
行
事
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

私
と
同
じ
よ
う
に
、
瑞
浪
市
の
み
な

さ
ん
、
特
に
子
ど
も
た
ち
が
、
私
と
会

え
て
楽
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
て
く
だ

さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

私
は
も
う
一
年
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
瑞
浪

に
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
国
際
教
育

と
国
際
交
流
と
い
う
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
ま
で

と
同
様
、
瑞
浪
市
の
み
な
さ
ん
と
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

５
月
下
旬
に
１
４
８
世
帯
の
方
と
、

小
中
学
校
等
５
校
に
ケ
ナ
フ
の
種
を
配

布
し
ま
し
た
。
今
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

８
月
３
日
、
瑞
浪
市
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
ケ
ナ

フ
の
葉
を
使
っ
た
パ
ン
と
ク
ッ
キ
ー
は
、

フ
ヮ
ー
と
若
葉
の
香
り
が
し
て
好
評
で

し
た
。

��
月
９
日
の

｢

健
康
ま
つ
り｣

で
、

試
食
品
と
し
て
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
こ
れ
か
ら
の
予
定

��
月
頃
、
花
の

終
わ
っ
た
ケ
ナ
フ
の
軸
を
長
さ
��
㎝
に

切
っ
て
市
役
所
へ
持
ち
込
み
、
大
湫
町

で

｢

ケ
ナ
フ
の
炭
焼
き
体
験｣

を
し
ま

す
。(

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す)

◎
問
い
合
わ
せ
環
境
課
�
内
線
４
９
１

瑞浪市役所 ���－����
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二
、
中
街
道
の
改
修
と
盛
衰

三
、
柄
石
峠
で
化
石
を

売
っ
て
い
た

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン

(����

〜����)

と
言
う
人
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？

明
治
時
代
の

中
ご
ろ
か
ら
大
正
時
代
の
初
め

に
か
け
て
、
三
度
日
本
に
来
て
、

日
本
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
登
っ

た
イ
ギ
リ
ス
人
で
す
。
ウ
ェ
ス

ト
ン
の
最
初
と
二
度
目
の
来
日

は
、
牧
師
と
し
て
キ
リ
ス
ト
の

教
え
を
日
本
人
に
広
め
る
た
め

で
し
た
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
学
生

時
代
か
ら
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
に

登
っ
て
い
た
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、

日
本
独
特
の
渓
谷
の
自
然
美
、

緑
の
山
麓
に
白
雪
の
高
峰
と
言

う
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
美
し
さ
が

す
っ
か
り
気
に
入
っ
て
、
日
本

ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
し
た
多
く

の
山
に
外
国
人
と
し
て
初
登
頂

し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
著
書

｢

日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山
と
探

検｣

が
き
っ
か
け
で
日
本
の
若

い
登
山
家
と
の
交
流
も
生
ま
れ
、

日
本
で
最
初
の
登
山
団
体

『

日

本
山
岳
会』

の
創
立
に
も
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
の
登
山
は
、
①

富
士
山
や
御
岳
山
な
ど
へ
の
古

く
か
ら
の
信
仰
登
山
、
②
地
図

の
作
製
な
ど
の
測
量
登
山
の
ほ

か
、
③
鉱
石
を
捜
す
鉱や

山ま

師し

、

高
山
植
物
を
採
集
す
る
薬
草
採と

り
、
猟
師
、
木
を
伐
採
す
る
杣そ
ま

な
ど
、
生
活
の
た
め
に
山
に
入

る
人
々
が
主
で
し
た
。

で
も
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
違
い
ま

し
た
。

彼
は
、
山
へ
登
る
楽
し
み
を

求
め
て
登
山
を
し
た
の
で
す
。

今
で
こ
そ
�
山
へ
登
る
�
と
言
っ

て
も
、
誰
も
不
審
に
思
う
人
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
の
中
ご

ろ
で
は
そ
れ
は
全
く
新
し
い
考

え
方
で
し
た
。
山
へ
登
る
た
め

に
案
内
人
を
捜
し
た
ウ
ェ
ス
ト

ン
は
、
山
村
の
人
々
か
ら
�
金

も
銀
も
出
な
い
山
に
何
の
た
め

に
登
る
の
か
�
と
不
審
が
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な

｢

ス
ポ
ー
ツ
登

山｣

と
い
う
考
え
方
を
持
ち
込

ん
だ
ウ
ェ
ス
ト
ン
は
、
日
本
の

『

近
代
登
山
の
父』

と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
上
高
地
に
は
ウ
ェ

ス
ト
ン
を
顕
彰

け
ん
し
ょ
う
す
る
レ
リ
ー
フ

が
あ
り
、
毎
年
６
月
に
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
か
ら
���
年
前
の
明
治
��
年

(���	)

５
月
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
は

二
人
の
友
人
、
バ
ク
ス
ト
ン
と

オ
ー
ラ
ー
ク
を
と
も
な
っ
て
京

都
か
ら
旅
に
出
ま
す
。
ま
ず

恵
那
山
へ
登
り
、
天
竜
川
の

舟
下
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
最
後

に
富
士
山
へ
登
る
計
画
で
し
た
。

こ
の
旅
の
こ
と
は

｢

日
本
ア
ル

プ
ス
の
登
山
と
探
検｣

の
中
に

出
て
来
ま
す
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ン

の
通
っ
た
御
嵩
町

み
た
け
ち
ょ
うの
伏
見
か
ら

瑞
浪
市
の
釜
戸
の
間(

中
街
道)

の
こ
と
は
何
も
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
ウ
ェ
ス
ト
ン

の
別
の
紀
行
文
に
は
日
吉
町
の

柄
石
峠

が
ら
い
し
と
う
げが
出
て
来
る
の
で
す
。

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

記
述
を
引
用
し
な
が
ら
中
街
道

の
今
昔
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。

【
伏
見
か
ら
は
目
立
っ
た
風
景

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
一
時
間

楽
し
く
馬
車
に
揺
ら
れ
て
井
尻

い
じ
り

に
着
い
た
。
井
尻
で
私
た
ち
は

再
び
中
山
道
か
ら
離
れ
た
。

中
山
道
か
ら
や
や
右
へ
そ
れ
て

行
き
、
三
里
半
先
の
釜
戸
ま
で

延
び
て
い
る
新
し
い
道
で
、
下

街
道
に
通
じ
て
い
て
結
局
は
大

井
で
再
び
中
山
道
に
合
流
す
る

の
で
あ
る
。】

中
街
道
は
古
く
か
ら
東
山
道

と
う
さ
ん
ど
う

と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
初
め
に
井
尻
か
ら

細ほ
そ

久く

手て

、
大
湫
お
お
く
て

を
通
り
大
井

(

恵
那
市)

に
抜
け
る
上
街
道

が
開
か
れ
、
そ
れ
が
中
山
道
と

な
り
ま
し
た
。
明
治
に
な
っ
て

半
原

は
ん
ば
ら

や
宿
し
ゅ
く
な
ど
中
街
道
の
沿
線

の
住
民
か
ら
、
道
の
改
修
の
要

望
が
出
さ
れ
、
井
尻
か
ら
柄
石

峠
を
越
え
、
本
郷
、
宿
、
半
原

峠
を
経
て
釜
戸
の
中
切

な
か
ぎ
り

ま
で
の

改
修
が
明
治
��
年
に
終
わ
り
ま

す
。
こ
れ
以
後
中
街
道
を
使
う

人
馬
が
多
く
な
り
、
明
治
	

年

こ
ろ
ま
で
善
光
寺
参
り
の
人
々

ら
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

中
街
道
は
半
原
峠
が
最
大
の
難

所
で
、
特
に
冬
場
の
通
行
に

難
渋

な
ん
じ
ゅ
うし
た
た
め
、
明
治
	

年
に

次
月

し
づ
き(

御
嵩
町)

か
ら
、
ほ
ぼ

今
の
国
道
��
号
線
沿
い
の
新
道

に
切
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
中

街
道
が
一
番
賑
わ
っ
た
の
は
、

明
治
��
年
か
ら
新
道
へ
の
切
り
替

え
ま
で
の
二
十
年
足
ら
ず
で
、
ウ
ェ

ス
ト
ン
は
こ
の
最
盛
期
に
通
っ
て

い
た
の
で
す
。

【
途
中
で
二
つ
の
峠
を
越
え
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
最
初
は
柄

石
峠
で
、
そ
の
西
側
の
麓
の
橋

本
屋
と
い
う
宿
で
昼
食
の
た
め

休
ん
だ
。
宿
の
と
て
も
親
切
な

応
対
は
、
私
た
ち
を
も
っ
と
休

ん
で
い
た
い
気
分
に
さ
せ
て
く

れ
た
。】

橋
本
屋
と
い
う
宿
は
次
月
に

あ
り
ま
し
た
。
鬼
岩
橋
の
袂

た
も
と
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
橋
本
屋
と
名

づ
け
ら
れ
、
そ
の
後
改
修
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
建
物

平成��年９月１日
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四
、
山
腹
に
散
在
す
る

巨
岩
に
注
目

は
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

今
は
小
栗
文
男
さ
ん(

��)

が

お
住
ま
い
で
、
何
か
聞
き
伝
え

が
残
っ
て
い
な
い
か
と
訪
ね
て

み
ま
し
た
。
�
明
治
��
年
と
言

え
ば
、
祖
父
の
久
太
郎
の
時
代

で
す
。
祖
父
か
ら
は
善
光
寺
参

り
の
人
が
よ
く
泊
ま
っ
た
と
聞

き
ま
し
た
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
や

外
国
人
の
こ
と
は
何
も
聞
い
て

い
ま
せ
ん
。
宿
は
明
治
に
な
っ

て
か
ら
曾そ

う

祖そ

父ふ

の
助
十
郎
が
始

め
、
明
治
��
〜
��
年
こ
ろ
に
は

や
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
�
と

の
こ
と
で
し
た
。

【
宿
か
ら
半
時
間
歩
い
た
峠
の

頂
上
は
、
茶
屋
が
目
印
に
な
っ

て
い
る
。
茶
屋
に
は
そ
の
近
辺

で
見
つ
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
化
石

や
水
晶
が
売
り
物
と
し
て
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち

の
幾
つ
か
を
調
べ
て
い
る
間
に
、

私
た
ち
の
注
意
は
黒
っ
ぽ
い
毛

虫
の
群
の
珍
し
い
行
進
に
惹ひ

き

つ
け
ら
れ
た
。
毛
虫
の
奇
妙
な

行
動
を
も
っ
と
詳
し
く
、
こ
こ

に
い
て
調
べ
ら
れ
た
ら
と
思
わ

せ
る
ほ
ど
の
規
則
正
し
さ
で
、

固
ま
っ
て
そ
の
辺
り
を
這は

い
回
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。】

今
、
柄
石
峠
は
茶
屋
の
跡
す

ら
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
柄
石(

日
吉

町)

の
小
栗
良
夫
さ
ん(

��)

に
、

そ
の
辺
り
を
案
内
し
て
貰
い
ま

し
た
。
頂
上
は
す
っ
か
り
竹
藪

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

小
栗
さ
ん
の
記
憶
を
頼
り
に
竹

藪
に
踏
み
込
む
と
、
茶
屋
の
背

後
に
あ
っ
た
と
い
う
崩
れ
か
け

た
低
い
石
垣
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
東
西
に
二
つ
の

井
戸
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
西

側
の
井
戸
は
枠わ

く

の
石
組
い
し
ぐ
み

も
し
っ

か
り
し
て
い
て
、
ど
ち
ら
も
ま

だ
水
を
湛た

た

え
て
い
ま
す
。
こ
れ

で
茶
屋
の
跡
が
ほ
ぼ
確
認
出
来

ま
し
た
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
見
た
頃
に
ど

ん
な
化
石
が
売
ら
れ
て
い
た
の

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

辺
り
で
出
る
サ
メ
の
歯
や

｢
月

の
お
さ
が
り｣

な
ど
と
呼
ば
れ

て
神
社
の
ご
神
体
に
も
な
っ
て

い
る
巻
き
貝(

ビ
カ
リ
ヤ)

、
植

物
な
ど
の
化
石
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
水
晶
は
、
柄
石

で
採
掘
さ
れ
て
い
た
紫
水
晶
や

黒
水
晶
だ
と
思
い
ま
す
。
瑞
浪

市
で
は
、
こ
の
頃
に
化
石
が
土

産
物
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
と

い
う
記
録
は
他
に
な
く
、
ウ
ェ

ス
ト
ン
の
記
述
が
初
め
て
だ
そ

う
で
す
。

ま
た
、
黒
っ
ぽ
い
毛
虫
が
群

を
な
し
て
整
然
と
這
い
回
っ
て

い
る
の
に
興
味
を
示
し
て
い
ま

す
。
小
栗
良
夫
さ
ん
の
記
憶
で

は
マ
ツ
ケ
ム
シ
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
で
す
。
こ
の
毛
虫
の
た

め
、
こ
の
辺
り
で
は
マ
ツ
が
大

き
く
育
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
。

【
登
り
で
ま
た
、
数
多
く
の
巨

大
な
岩
〜
そ
の
大
半
は
冴
え
な

い
紫
紅
の
色
合
い
〜
の
こ
と
に

触
れ
て
お
く
価
値
が
あ
る
。
岩

は
妙
に
バ
ラ
バ
ラ
に
山
腹
の
そ

こ
ら
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
て
、

地
質
学
者
に
面
白
い
研
究
テ
ー

マ
を
与
え
そ
う
だ
。
越
え
る
こ

と
に
な
る
第
二
の
峠
は
半
原
峠

で
あ
る
。
下
り
始
め
て
間
も
な

く
、
大
井
川(

訳
者
注

土
岐

川
の
誤
り)
の
谷
と
黒
っ
ぽ
く

堂
々
と
し
た
恵
那
山
の
姿
が
目

を
惹ひ

い
た
。
釜
戸
へ
着
く
ま
で

に
す
っ
か
り
平
野
に
な
っ
て
い

た
。】橋本

屋
の
前
か
ら
鬼
岩
橋
を

渡
り
、
左
手
の
低
い
山
を
見
ま

す
と
、
緑
の
中
に
巨
岩
が
三
箇

所
ば
か
り
見
え
ま
す
。

ま
た
、
柄
石
峠
を
通
る
市
道

(

本
郷
・
松
野
線)

で
も
、
あ

ち
こ
ち
に
巨
石
を
目
に
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
半
原
峠
を
釜
戸
へ

下
る
途
中
に
も
、
左
手
の
山
腹

に
散
在
し
て
い
る
巨
岩
が
見
え

て
い
ま
す
。

橋
本
屋
か
ら
の
旧
道
は
、
鬼

岩
公
園
前
の
駐
車
場
と
飲
食
店

街
の
背
後
で
消
え
て
し
ま
い
、

鬼
岩
公
園
の
巨
石
群
が
見
え
た

の
か
ど
う
か
、
建
物
に
邪
魔
さ

れ
て
今
は
確
認
出
来
ま
せ
ん
。

ウ
ェ
ス
ト
ン
が
書
い
て
い
る
の

は
、
橋
本
屋
を
出
て
す
ぐ
に
見

た
巨
岩
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は

何
れ
も
土と

岐き

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
す
。

柄
石
峠
へ
の
旧
道
を
捜
し
て

見
ま
し
た
。
鬼
岩
公
園
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
前
を
通
っ
て
左
手
の

小
さ
な
流
れ
の
傍
ら
に
降
り
る

と
、
古
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋

が
架
か
っ
て
い
ま
し
た
。
道
跡

は
そ
こ
か
ら
右
岸
に
移
っ
て
谷

沿
い
に
続
い
て
い
ま
す
。
幅
は

２
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
、
道
全
体

に
笹
や
灌
木

か
ん
ぼ
く

が
茂
っ
て
踏
み
跡

も
消
え
か
か
っ
て
お
り
、
峠
の

頂
上
手
前
で
市
道
に
飛
び
出
し
ま

し
た
。

柄
石
峠
を
下
っ
た
ウ
ェ
ス
ト

ン
は
本
郷
、
宿(

県
道
日
吉
・

釜
戸
線)

を
通
っ
て
半
原
峠
を

越
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
半

原
峠
を
越
え
て
間
も
な
く
、
恵

那
山
の
堂
々
と
し
た
姿
に
注
目

し
て
い
ま
す
。
恵
那
山
は
こ
れ

か
ら
登
ろ
う
と
し
て
い
る
山
だ

け
に
、
き
っ
と
畏い

敬け
い

の
念
を
持
っ

て
眺
め
、
必
ず
登
っ
て
み
せ
る

と
決
意
を
新
た
に
し
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
後
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
ら
は

釜
戸
で
馬
車
か
ら
人
力
車
に
乗

り
換
え
、
中
津
川
ま
で
行
っ
て

田
丸
屋
に
泊
ま
り
ま
す
。

翌

日
は
雨
で
滞
在
、
５
月
��
日
に

無
事
恵
那
山
に
登
り
、
神
坂
峠

み
さ
か
と
う
げ

を
越
え
て
飯
田
の
時
又
か
ら
天

竜
川
の
舟
下
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
村
山(

富
士
宮
市)

か
ら
富
士
山
に
登
頂
し
、
反
対

側
の
御
殿
場
に
下
っ
て
、
こ
の

旅
の
計
画
を
全
て
成
功
さ
せ
た

の
で
し
た
。

川
村

宏(

日
本
山
岳
会
会
員)

寄
稿

瑞浪市役所 ���－����
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区 分 受付期間 試 験 日

防衛大学校
学生 (推薦)

９月５日�
～８日�

９月��日�
～��日�

防衛大学校
学生 (一般) ９月��日�

～

��月��日�

��月��日�
～��日�

(有料､ 休館日�／��､ �／��) 防衛医科
大学校学生

��月４日�
～５日�

看護学生
＊女子��歳未満

��月��日�

0123456./
	
�

������

団地名 所在地 形 式 構 造 募集数 家 賃

786*9: ;�< =��>
?@A786=�BC@DE&

名 滝 土岐町 ２ＤＫ 簡２ＲＣ造 １ 入
居
さ
れ
る
方
す
べ
て
の
収
入
・

住
居
の
規
模
・
構
造
な
ど
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
。

鶴 城 土岐町
２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 ３

３ Ｋ 簡 平 Ｂ 造 ２

竜 吟 釜戸町
２ＤＫ 簡 平 Ｂ 造 ５

３ Ｋ 簡 平 Ｂ 造 １

公文垣内 釜戸町 ２ＤＫ 簡平ＰＣ造 ６

日 吉 日吉町 ２ＤＫ 簡２ＲＣ造 ２

応募資格 ◆原則として市内に３カ月以上住所または
勤務地があり､ かつ､ 市税を滞納してい
ない方
◆現に同居または同居しようとする親族が
あり､ 世帯を構成する方
※単身で入居できる場合もあります｡
◆現に住宅に困窮し､収入基準に適合する方

応募期間 ９月１日�から９月�	日�まで
※所得のわかる書類を持って来てください｡

首都機能移転についての基礎的な知識を習得し
ていただくため､ この講座を開催します｡
日時 ��月３日� ��時��分～ (２時間程度)
場所 東濃西部総合庁舎 (多治見市)
対象 東濃地域に在住の女性
募集 ��人 (応募多数の場合は抽選)
応募方法 ９月��日�までに､ 往復ハガキに ｢女
性のための首都機能移転講座受講希望｣ とし､
住所､ 氏名､ 年齢､ 電話番号を明記して申込む
申し込み先 〒
���	��	多治見市上野町
��	��

東濃地域振興局振興課 ���－����内線���

希望者は各自連絡をとりあってください｡
◎譲ります①問題集 (英検３・４級､ 漢字３級)､
価格応談､ ������	�

◎求めます①パソコン (価格応談)���－�	��

②パソコン (価格応談) ���－����

さまざまな宴を演出するうつわや道具たちのお
しゃべりを楽しんでください
(テーブルコーディネイター 楢原雅美)
期間中の催物 テーブルコーディネイト講座
�／��� ��時��分～ (有料)
◎問い合わせ ミュージアム中仙道���－�
�


明世町戸狩���

近年､ 多くの障害者の方がいろんな職場で活躍
しています｡ しかし､ 今なお障害を乗り越え働く
機会を待っている障害者の方が多くいます｡
このような障害者の方が働けるようになるには､ 健
常者とともに社会の一員として､ 様々な分野で活躍で
きるようノーマライゼーションの理念に基づき､ 社会
全体が受け入れ､ 雇用の場を作ることが必要です｡
このため､ 国・岐阜県・職業安定所では､ 事業
主の方をはじめ､ 地域の皆様の深い理解と協力を
求めるため雇用促進運動を展開します｡
あなたの職場にもぜひ障害者の雇用をお願いします｡
◎ハローワーク多治見 (多治見公共職業安定所)

���－����

｢産休明け､ 育休明けの保育園があるのかしら？｣
｢親の介護が必要なんだけど…｣
｢家事を手伝ってくれる人はいないかしら？｣
育児・介護・家事のサービスに関する情報を無
料で提供します｡
育児情報 保育所､ 保育サポーター､ ベビーシッター
介護情報 高齢者向け福祉サービス､ 民間ホーム
ヘルパー､ 相談窓口等
家事代行情報 家政婦紹介､ 家事代行サービス等
受付時間 月～金曜日 (祝日を除く)����～�����

問い合わせ先 ��
�－��
－����

	��世紀職業財団 岐阜事務所

◎応募資格 日本国籍を有する高卒で�	歳以上
��歳未満の方 (平成��年４月１日現在)

◎問い合わせ 自衛隊多治見事務所���－����

平成��年９月１日



��

)�������
�	
��(

� � � � � � (９月分) ���	
��������

� � � �

����������

����������

�� ����!�"��

#$�%&' ��� ������

()�*�

+,)�-.�/�0��1 �����
��������

���� !��"#$%&�'()*
+,-() 市民課�内線���

日時…９月��日� ��時～��時
◆人権・法律相談 市民課�内線���

日時…９月��日� ��時～��時
◆結婚相談 市民課�内線���

日時…９月６日�・��日�・��日�・��日�､
��月４日� ��時～��時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会���－����

日時…９月４日�・��日�・��日�・��日�､
��月２日� ��時～��時

◆女性就業相談 商工課�内線���

日時…水・金曜日(除く	���･	���) ��時～��時
◆高年齢者職業相談 商工課�内線���

日時…火・木・金曜日 (除く休日) ９時～��時

�./01��()*
◆教育相談 学校教育課�内線���

日時…９月６日�・��日�・��日�・�
日�､
��月４日� ��時～�
時

◆母子相談 福祉課�内線���

日時…９月５日�､ ��月３日� ９時～��時
◆身体障害者相談 福祉課�内線���

日時…９月８日�・��日�・�	日�９時～��時
◆無料税務相談 税務課�内線���

日時…９月��日� ��時～��時
◆住宅修繕相談 都市計画課�内線���

日時…９月��日� ��時～��時

◆移動家庭児童相談 福祉課�内線���

・陶児童館
９月６日�､ ��月４日� ��時～��時

・子育て支援センター (稲津保育園内)
９月６日�､ ��月４日� ��時��分～��時��分

・釜戸コミュニティーセンター
９月��日� ��時～��時

・日吉コミュニティーセンター
９月��日� ��時��分～��時��分

休場日 ９月４日�・��日�・��日	・��日�､
��月３日�

○市県民税 (特別徴収) ８月分 ９月��日�

木曜日��時��分～､ 土・日曜日��時��分～
※対象高校生以上､ 申し込みが必要､ 定員��人

再就職を希望する女性を対象に講座を開催します｡

��月��日�～��月８日� (延べ��日間)

時間 ９時��分～��時��分
定員 ��人 (定員を超えた場合は抽選)
会場 恵那文化センター (恵那市長島町)
申込日時・方法 ９月�	日�・��日���時～��時
の間に､ 本人が恵那文化センターにて直接申し
込む (電話申込は不可)｡
受講料 無料 (教材費等のみ自己負担)
講習 表計算ソフト (エクセル) の基礎的操作・

パソコン３級検定受検

９月��日�～��月６日� (延べ��日間)

時間 ９時��分～��時��分
定員 ��人 (定員を超えた場合は抽選)
会場 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町)
申込日時・方法 ９月��日�・��日���時～��時
の間に､ 本人が土岐市役所にて直接申し込む
(電話申込は不可)｡
受講料 無料 (教材費等のみ自己負担)
講習 表計算ソフト (エクセル) の基礎的操作

◎問い合わせ 岐阜県女性就業促進センター

����－���－����内線�
������－���－�

�

雇用就業を希望する��歳以上おおむね��歳まで
の方を対象に講座を開催します｡

��月��日�～��月��日� (延べ９日間)

募集 定員��人程度 (応募多数の場合は抽選)
申込期限 ９月��日� (当日消印有効)
会場 多治見市産業文化センター
受講料 受講無料､ 交通費等自己負担
申込方法 往復ハガキに ｢パソコン多治見市希望｣
とし､ 郵便番号・住所・氏名・性別・生年月日
・年齢・自宅電話番号を明記する
◎問い合わせ・申し込み


岐阜県シルバー人材センター連合会技能講習係
〒��������岐阜市雲井町�－������－��	－����

瑞浪市役所 ���－����
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応急手当講習の
問い合わせは､

消防本部
救助救急係
まで
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心

の

救

急

け
が
は
し
な
い
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、『

防
げ

る
事
故
は
未
然
に
防
ぐ』

こ
と
が
必
要
で
す
。
お
年

寄
り
や
子
供
の
視
線
や
行

動
を
基
準
に
、
危
険
な
場

所
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ

う
。敷

居
な
ど
の
ち
ょ
っ
と

し
た
段
差
に
つ
ま
づ
い
て

転
倒
す
る
と
い
っ
た
、
健

康
な
大
人
で
は
考
え
ら
れ

な
い
事
故
で
け
が
を
す
る

こ
と
は
、
決
し
て
珍
し
い

こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。

弱
者
の
視
線
で
家
の
中

や
周
囲
を
見
回
し
て
、
危

険
な
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
家
庭
内
の
事
故

を
防
ぐ
第
一
歩
な
の
で
す
。

け
が
な
ど
を
し
た
時
、
傷
病
者
は
痛

み
や
苦
し
み
か
ら
、
不
安
を
抱
え
て
い

ま
す
。
ま
し
て
周
囲
に
い
る
人
達
に
応

急
手
当
は
お
ろ
か
、
言
葉
す
ら
か
け
て

も
ら
え
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
不
安
は

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

救
急
隊
は
少
し
で
も
早
く
到
着
す
る

た
め
に
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
赤
信

号
も
止
ま
ら
ず
に
走
り
ま
す
。
し
か
し
、

救
急
隊
が
通
報
を
受
け
て
か
ら
、
到
着

す
る
ま
で
に
は
ど
う
し
て
も
平
均
約
６

分
の
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
応

急
手
当
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
周
り

の
人
が
テ
キ
パ
キ
と
手
当
を
す
れ
ば
、

傷
病
者
も
安
心
す
る
で
し
ょ
う
。
も
し
、

応
急
手
当
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
動
揺

し
な
い
で
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
周
り
の
人
の
励
ま
し
は
、
救
急
隊

が
到
着
す
る
ま
で
の
立
派
な
救
急
活
動

で
す
。｢

頑
張
ろ
う｣

と
思
わ
せ
る
心

の
応
急
手
当
で
す
。
苦
し
ん
で
い
る
人

の
た
め
に
何
か
し
よ
う
と
す
る
心
が
、

応
急
手
当
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

×

×

×

×

市
民
か
ら
救
急
隊
へ
、
救
急
隊
か
ら

病
院
へ
。
救
急
は
こ
の
過
程
が
一
つ
に

な
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
救
急
隊

に
は
救
急
隊
の
、
病
院
に
は
病
院
の
す

る
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
し
あ
な

た
の
周
り
で
人
が
倒
れ
た
ら
…
。
あ
な

た
に
は
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず

で
す
。

平成��年９月１日
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広報みずなみは､ 最新の３号 (全ページ) が､ 瑞浪市ホームページでご覧になれます｡

古紙配合率���％再生紙を使用しています 広報みずなみ 発行／瑞浪市 〒����	���岐阜県瑞浪市上平町�丁目�番地 �	
����������������������������������������������
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� カ 月 児 健 康 診 査 �月26日�
第�子は13時集合
第�子以上は
14時～14時30分受付

平成 12年�月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後希望者に歯み
がき教室を実施します｡

�月29日� 12時30分 開始 平成�年�月生まれ
早朝尿 (50cc位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

12 カ 月 児 相 談 �月19日�
�時30分
～10時30分 平成 11年�月生まれ 母子健康手帳

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 �月27日�

� 時 ～ 11 時

平成�年	月生まれ
平成�年�月生まれ 母子健康手帳

歯ブラシ､ コップ�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 �月28日�

平成�年�月生まれ
平成�年�月生まれ

�歳臼歯ムシ歯予防教室 �月27日� 14時30分 開始 平成�年�月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

会場 保健センター
◎テーマ ｢��代・��代からの女性の健康管理｣
◎定員��人､ 参加無料
◎内容 更年期を中心とした医師の講話､ 体脂
肪測定､ 血圧測定など

会場 保健センター
担当 大湫病院精神科医師
内容 物忘れが激しい､ 興奮しやすくなった､
昼夜逆転､ 徘徊､ 不潔行為等でお困りの方や
接し方について
＊電話などでの予約が必要です｡ 秘密厳守｡
＊ご家族の方のみのご相談も結構です｡

会場 多治見市精華公民館
◎内容 アルコールが止められない､ アルコー
ルがないと不安になる・震える・攻撃的にな
る…等､ アルコールによる精神障害の相談会
を開催します｡
詳細は東濃断酒会�������� (加藤方)

にお尋ねください｡

私たちの健康は､ 栄養 (食生活)・運動・休

養などの生活習慣が､ 適度にバランス良く保た

れている必要があります｡ 今一度､ 自分自身の

ライフスタイルを見直してみませんか｡

次のチェックリストに ｢はい｣ か ｢いいえ｣

で答えてみてください｡

�チェックリスト�

①エレベーター・エスカレーターを使わず階段

を使う

②短い距離は乗り物に乗らないで歩く

③仕事などで忙しいときでも運動できる

④週３回��分以上運動している

⑤自分の運動量は十分だと思う

⑥量を考えて食べている

⑦食事は��分以上かけて食べる

⑧ジュースやおやつを常備している

⑨ピザやハンバーガーをよく食べる

⑩退屈な時・イライラした時に食べ物に手が出

てしまう

以上､ ①～⑦は ｢はい｣､ ⑧～⑩は ｢いいえ｣
が望ましい答えです｡ あなたの運動・食生活に
ついて､ 問題点がはっきりしてきました｡
改善できそうな点については努力しましょう｡
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担 当 税務課税政係
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みなさんから納めていただいています市県民
税や固定資産税などは､ 私たちが安心して生活
していくために福祉､ 教育､ 道路､ 消防､ 環境
などの公共サービスや公共施設の整備に使わせ
ていただいています｡
市税は､ こうした事業を行っていくためには
なくてはならない財源です｡
市税は､ 取られるものではなく､ 義務として
自主的に納めていただくものです｡
９月は､ 市県民税 (普通徴収)､ 固定資産税

の納期月となっていませんので､ 滞納市税を整
理するのに最もよい月ととらえ､ ｢９月は滞納
一掃月間｣ として取り組むこととしています｡

『滞納となっている市税は､
是非この９月に納税してく
ださい｡』

市税は定められた期限(納期限)までに納付さ
れないと､ まず納期限から��日を過ぎると督促
状が発送され､ 督促手数料���円が加算されます｡
さらに､ 納期限から１カ月以上経過すると､
年利����％ (１カ月以内は ���％) の利率で延
滞金が加算されます｡
また､ 納期限を経過して､ 納付の相談もなく
滞納となったままにしておきますと､ 財産・給
与・預金等を差し押さえなどの滞納処分を受け
る場合がありますので､ 納付できない事情があ
る場合には､ お早めに税務課にご相談ください｡
滞納しますと､ 滞納者に不利益になるだけで
なく､ 市としても滞納整理のために多額の費用
がかかります｡ この費用も結局は､ 貴重な市税
から支出されることになりますので､ どうか納
め忘れや滞納をしないよう心掛けましょう｡

平成��年９月１日

◎温かい家庭を基地に輝く子ども
少子化が進む中､ “��世紀を担うたくましく
おもいやりのある”子育てが大きな課題となっ
ています｡
保育園では､ 家庭や地域社会と連携を図り､ 保

護者の家庭養育の補助を行い､ 子どもが健康・安
全で情緒の安定した生活ができる環境を整備し､
それぞれの成長に沿った健全な心身の発達を図る
ことを基本理念とし､ 保育を実践しています｡
◎しつけと生活習慣
乳幼児期は､ 心身ともに発育・発達が著しく､
人間として生きるための基礎を培う大切な時期
であり､ 園では各年齢の発達に合った生活に必
要な習慣 (食事・排泄・睡眠・衣類の着脱等)
が身につくよう温かく見守り支援しています｡
保護者の方々も親として主体性をもって子ど
も達が自立できるよう､ 自信をもって子育てに
取り組んでほしいと思います｡
園児のなかには､ 登園してもぼんやりしてい
て自ら活動しようとしない子・排泄の自立がで
きる年齢になってもおむつのはずせない子など
がいます｡
子どもは､ 本来自ら伸びる力をもっているの
で保護者の方がその気になって根気よくしつけ

ていただくと生活習慣が早く身に付きます｡
｢わあ､ できた！｣ という喜びを親子で共有し
家庭で愛情をいっぱい与えれば､ 子どもは情緒
が安定し豊かになり､ まわりには友達がたくさ
ん集まります｡
◎ふれあいと成長
園では､ 年齢別又は年齢混合で組分けしてい
ますが､ 組に関係なく入り交じって､ いろいろ
な体験の中で人との関わり方をたくましく身に
付けています｡
年齢の上の子の真似をすることで､ 新しい知
識を学び取ったり､ 年齢の下の子にやってあげ
ようと一生懸命になっていることから思いやり
が育ちます｡
自分を慕ってくれる子がいることで自信をつ
けている子もあり､ 異年齢集団の中でのふれあ
いや育ち合いは確実に次の子に伝わっており､
兄弟の少ない家庭では体験できないことを､ 園
では体験できるよう活動を通して十分楽しめる
よう計画実施しています｡
◎元気な子ども達のために
“未来を担う子どもを育てるために”保護者や
地域のみなさまの一層のご理解､ ご協力をお願
いします｡ 担当 福祉課児童係 �内線���


